
スキンケアメーカーの株式会社 ペー・ジェー・セー・デー・ジャパン（P.G.C.D. JAPAN／東京都港区 代表取締役CEO 野田泰

平）は、母子が “ほおずり” の大切さを再確認する様子を記録したWeb動画「ほおずりの真実- 誰と一番ほおずりしてますか？ 」

を制作、3月24日（金）よりキャンペーン専用公式サイトとYouTubeにて公開します。

「素肌には、想像以上の力がある」と考える同社では、本動画に登場するような“ほおずり”をする親子の温かいコミュニケーションの

ように、素肌が生み出す力の可能性をより一層高めるべく、美しい素肌作りを提案していきます。

2017年3月24日

株式会社 ペー・ジェー・セー・デー・ジャパン

■キャンペーン専用公式サイトURL ： http://www.pgcd.jp/campaign/hozuri2017

■動画URL： https://www.youtube.com/watch?v=FYJ4abU6QO0

働くママたちの声をきっかけにスキンケアメーカーのP.G.C.D.が

親子の“ほおずり” を通じて、素肌が持つ力を描いたWeb動画を制作

現代のワーママは、わが子より、一日平均約1.4倍も長い時間スマホと“ほおずり”していたと判明。

「ほおずりの真実 - 誰と一番ほおずりしてますか？」

2017年3月24日（金）からYouTubeで公開

心理学的にも認められている“ほおずり”で強くなる母子の絆効果。子どもの心を育み、ママの自信を高める力も。

SNSを使ったキャンペーンも同時スタート。 ＃ほおずりアルバムの写真を募集 「スマホでほおずりを残そう」

育児をしながら働く女性が増えている今日、母親が子どもと過ごす十分な時間を確保することは困難になりつつあります。本企画は、

働くママである、お客様の「素肌がもっときれいなら子どもといつでも“ほおずり”できるのに」という声をきっかけにスタートしました。 “ほお

ずり”について調査を進めると、現代のワーママを取り巻く状況を示唆する事実が判明。多くの働くママが、自分の頬を長い時間触れ

させているのは、わが子ではなく、実はスマホであったことが明らかになりました。スマホとの”ほおずり”（通話）時間が1日平均6.6分

だったのに対し、子どもとの”ほおずり” の平均時間はたったの4.7分という結果に。この事実に、動画制作にご協力いただいた出演者

全員が驚くと同時に、納得した様子を見せていました。

Web動画「ほおずりの真実- 誰と一番ほおずりしてますか？」より

今回の動画は働くママとそのお子さんという実際の母子にご出演いただいています。子供のうれしそうな様子や、愛情溢れる母親
ならではの表情など、生の表情にもご注目ください。見ているだけで”ほおずり”が持つ力が伝わってきます。



web動画「ほおずりの真実～誰と一番ほおずりしてますか？ 」概要&カットデータ
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同社はファンデーションを必要としない美しい素肌作りを提案しています。これに共感した、働くママである、一人のお客様の「我が子

を保育園に迎えにいったとき、一番に抱きしめてほおずりしてあげたいのに、ファンデが気になってつい顔を遠ざけてしまうんです。ファンデ

が必要ない肌ならいつだってほおずりできますね」という声をきっかけに動画の制作はスタートしました。 現代のママを取り巻く素肌の環

境と“ほおずり”に着目。”ほおずり“を応援することで、改めて、素肌が持つ力を伝えていきたいと考えました。

動画制作の背景

●動画タイトル : 『ほおずりの真実 -誰と一番ほおずりしてますか？』（3分10秒）

●公開日 : 2017年3月24日（金）12:00〜

●URL : https://www.youtube.com/watch?v=FYJ4abU6QO0

子どもにもママにも効果がある“ほおずり”を、ファンデーションに邪魔されることなく、素肌で思いっきり楽しんでいただきたいとの願いを込め、

ほおずり投稿キャンペーンをスタートします。大切な方との “ほおずり”写真にハッシュタグ「♯ほおずりアルバム」を入れてInstagramに投

稿するだけ。抽選で素敵なプレゼントもご用意しております。

SNSキャンペーン #ほおずりアルバム

「このスキンシップの効果、

知っていますか?」

（ママたちのほおずりに

対する意見）

子供より〝ほおずり“している相手

スマートフォン

「ほおずりしたくなる素肌へ」

（なにかを見せられた

ママたちの反応）

子供とのほおずり:平均4.7分

スマホとのほおずり:平均6.6分

（スマホとほおずりする時間が

いちばん長いという事実に対する

ママたちの意見）

「スマホと同じくらいは、

ほおずりしてみませんか。」

寂しい?遊んでくれないから?

（うなずく子ども）

いちばんほおずりしているのは

この子です



Web動画出演者のコメント
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＜米田さん 母46歳/息子４歳＞ 子供＝約３分、スマホ＝15分未満（※）

保育園から戻ってきた時、私が家事とかに夢中でいると、息子の方から「ママ、忘

れてるよ」と寄ってきて、ほおずりします。そうするだけで、カリカリしていた気持ちが

吹き飛んで、私も子供もやさしい気持ちになれるので、幸せな時間を増やしてい

きたいと思います

＜坪田さん 母36歳/息子６歳＞ 子供＝1分未満、スマホ＝10分未満

子供を叱った時とか、ギュッと抱きしめてほおずりしたりします。ただ、毎日仕事と家

事に追われていて、ゆっくり触れ合う時間が取れないのが現実ですね。

最近『もうお兄ちゃんなんだから』と言うことがありますが、今回、ほおずりしている時

の嬉しそうな顔を見て、まだまだ子供なんだなと実感しました。ほおずりするとすごく

安心できるので、そういう時間をもっと持てるようにしたいです。

＜国井さん 母30歳/娘4歳＞ 子供＝1分未満、スマホ＝約10分

普段、お仕事とかでメイクしている時は、子供のお肌が心配なので、どうしてもほお

ずりは控えめになりますが、大丈夫な時は自然と回数が多くなりますね。

ほおずりする時の娘の表情を見ると、安心しているのが伝わってきますし、私もす

ごく嬉しくて、愛おしさも高まるというか。子供が大きくなると嫌がられることもあると

思いますが、めげずにほおずりを続けていきます。

＜中村さん 母36歳/娘６歳＞ 子供＝1分未満、スマホ＝10～15分

お仕事で慌ただしい日常と、子供が大きくなるにつれて、お互いに会話できるよう

になって、自然とほおずりする機会は減っていたのかもしれません。

でも、今回の撮影を通じて、ほおずりはお互いの体温を一番感じられて、母親と

しての幸せも味わえる最高のスキンシップだなと思いました。娘のすべすべつるつる

のほっぺを、これからもたくさんスリスリしていこうと思います。

＜いずみさん 母34歳/娘4歳＞ 子供＝1分未満、スマホ＝10分未満

今までほおずりというスキンシップをそれほど特別視していなかったんですが、スマホ

と一番ほおずりしている時間が多いというのは、ちょっと寂しい気がしました。

娘はもちろん、2人の息子（小3、小2）も朝起きた時や寝る前にほおずりすると、

すごくニコニコして喜んでくれるので、これをきっかけに、もっと子供たちにほおずりす

る機会を増やしたいですね。

※母親がほおずりする対象と、一日のうち、ほおずりしているおおよその時間

インタビューをした母子では、ママたちは子どもより約10倍も長くスマホとほおずりしていた



参考資料① ワーママたちの現実 「ママと子どものほおずり実態調査」
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本動画の制作に先駆け、母と子のほおずり実態を探るべく、3歳以下の子どもを持つ20代〜40代の働くママ（ワーママ）94人を

対象に、子どもとのほおずり実態やその意識についてのアンケート調査を行いました。

ワーママたちのほおずりタイムは、子どもよりスマホの方が1.4倍も長い

まず、子どもとふれあう時間を聞くと、ワーママの半数以上が仕事を始めたことで子どもとのふれあいが「減った」（54.3％）と答えて

います［図1］。

ワーママたちの平日1日の行動時間（分数）を聞くと、子どもとほおずりをする時間は1日平均4.7分しかなく、スマホで通話する

時間（6.6分）よりも短いという結果になりました［図2］。働くママたちは、子どもとほおずりするよりも、スマホとほおずりする時間の

方が約1.4倍も長くなっています。

［図3］子どもとほおずりする機会が減って感じていること

仕事を始めて子どもとのほおずりが減ったと答えたワーママに、その思いを聞くと［図3］のような意見が寄せられました。仕事をする

ことで子どもとのふれあいは短くなってしまうものの、子どもへの愛おしさはより強く、思っいっきりほおずりしたいと誰もが望んでいます。

毎日家事に追われていて子供とふれあう時間がない。ストレスがたまる。子供とふれあって癒されたい。（宮崎県 30歳）

ほおずりでスキンシップをとるくらいの時間と気持ちの余裕がない。保育園に子どもを迎えに行き、抱っこした時にほおずりした

くなる。（岩手県 31歳）

保育園で頑張ってるのはわかるが、忙しくて向き合えない。申し訳ないしどうにかしたいが、日々いっぱいいっぱい。寝顔を見

るとほおずりしたくなる。（山形県 32歳）

子供といるあいだは意識して抱っこしたりほおずりしようと思うが、日中保育園の間はできないので、減った。あと化粧してい

るので気になってしまう。（東京都 35歳）

関わる時間が減ったため、必然的にほおずりも減った。嬉しいときやスキンシップでたくさんしてあげたい。関わる時間が減った

ことで、子供がどんな風に感じているか、さみしくないか気になる。（熊本県 29歳）

こどもと接する時間が減ったので、その分ほおずりする時間が減った。ほおずりする回数も減ったので、さびしい。（沖縄県

41歳）

一緒にいる時間が減ったので、ふれあいの時間も少なくなった。ちょっと寂しい。（和歌山県 30歳）

調査概要 ■実施時期 2017年３月４日（土）〜３月５日（日） ■調査手法 インターネット調査

■調査対象 3歳以下の子どもを持つ、全国の20代〜40代の働く女性 ワーママ94人

※構成比（%）は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100にならない場合もあります。

31.9 

22.3 8.5 

12.8 

24.5 

全体

（n=94）
減った

やや減った

変わらない

やや増えた

増えた

［図1］仕事による子どもとのふれあい時間の変化
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子どもとほおずりすることで、自分も癒やされる

子どもとのほおずりタイムが短いワーママたちですが、ほおずりの大切さについては強く認識しているようです。

ワーママの83.0％がほおずりをすることは「大事だ」と思い［図4］、91.5％がほおずりをすることで「自分自身も癒やされる」と答

え［図5］、半数以上が子どもとのほおずりを「増やしたい」（54.3％）と望んでいます［図6］。

スキンケアに時間はかけられないが、ナチュラルなノーファンデ肌で過ごしたい

［図3］の中にも、「化粧をしているので（ほおずりするのが）気になる」という意見があげられましたが、ワーママたちのお化粧に対

する考えを調べてみました。

スキンケアにかける時間について聞くと、9割のワーママが「スキンケアに十分な時間がかけられない」（89.4％）と答えており［図

7］、自分の肌のお手入れすらできないほど毎日忙しいワーママたちの日常が垣間見えます。スキンケアタイムは十分ではないものの、

「できるだけナチュラルでいたい」（89.4％）と望み［図8］、6割以上が「ファンデーションなしで外出したい」（63.8％）と答えて

います［図9］。ワーママたちの多くは、ファンデーションで肌を隠すのではなく、素肌で過ごしたいと望んでいます。

時間をかけずに手軽なスキンケアだけで素肌で過ごせるようになれば、ワーママたちの子どもとのほおずりタイムが、今よりもっと増える

かもしれません。
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参考資料② 子育て心理学の専門家 佐藤めぐみ先生の「ほおずりのススメ」
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日本のママたちのための「ポジティブ育児メソッド」の考案者であり、子育て心理学でママたちをサポートするポジティブ育児研究所

代表の佐藤めぐみ先生に、子育てにおけるほおずりの効果についてお話を伺いしました。

佐藤めぐみ（さとう・めぐみ）先生 ポジティブ育児研究所 代表、子育て心理の専門家

米、英、蘭で学んだ心理学を日本のママたちが取り入れやすい形にした「ポジティブ育児メソッド」を考案。現在は、ポジティブ育児研究所・代表の

ほか、育児相談室でのカウンセリング、メディアや企業への執筆活動などを通じ、子育て心理学でママをサポートする活動をしている。著書に「子育

て心理学のプロが教える 輝くママの習慣」など。イギリス・レスター大学大学院 修士号(MSc)取得、オランダ心理学会(NIP)認定心理士。

母子間のほおずりは、子どもの精神的な絆を育み、自己肯定感を安定させ、
ママへの信頼感を高めます。

スキンシップには、親子の絆を深めたり情緒を安定させるほか、最近では社会脳（相手の気持を察したり共感すること）の発達に

も関係があると報告されています※。

スキンシップは体や肌の一部を触れ合わせる行動全般のことですが、どんなにいい方法でも、実践が難しければ続きません。「手軽

にできること、簡単に取り入れられること」が重要です。頬は衣類に覆われることなく直接触れられ、いつでもどこでも同じスタイルで続け

られることから、私はほおずりを高く評価しています。

今回の調査では、子どもよりスマホとのほおずり時間が長いという結果にみなさん愕然とされていましたが、ほおずりは長さを意識する

よりも回数を求めた方が、ママとしても取り入れやすく、効果も高まると思います。頻度を上げることで、スキンシップの中でも非常に効

果が高い方法になると考えられます。

頬と頬を合わせるほおずりは、相互作用がもたらされるスキンシップです。育児は、母から子へという働きかけが多くなるため、ママが

心身ともにヘトヘトになってしまうことが多いものです。そんなときに、相互作用のあるほおずりをすることで、ママが癒されれば、育児にま

た前向きになれます。ほおずりは、忙しいママ、疲れているママにこそ、ぜひ取り入れてもらいたいと思います。

※出典：学術誌 Cerebral Cortex (2016). 「Frequency of Maternal Touch Predicts Resting Activity and Connectivity of the Developing Social Brain」より

母子間のほおずりは、子どもだけでなく、ママ自身の心が癒やされ、
母親としての自信も醸成する効果も。

ほおずりは回数が大事。
いつでもどこでも手軽にできるほおずりは、相互作用の高い最高のスキンシップ。

母と子のほおずりにはさまざまな効果がありますが、一番の心理効果はアタッチメントの促進です。「アタッチメント」とは子どもがある

特定の人だけに示す愛着感情のことで、「精神的な絆」と言い換えることができます。

アタッチメントがしっかりしていると、自己肯定感（＝自分を肯定できる気持ち）が育ちやすくなり、その子の自己形成にも良い影

響を与えます。イギリスのボウルビィ博士は、アタッチメント理論の中で「子どもがこの精神的な絆を上手く築けないと、その子は、社会

的、心理学的な問題を抱えるようになる」と示唆しています。

私は、数あるスキンシップの中でも、ほおずりを最も価値あるものと考えており、これを習慣化することで、母子のアタッチメントアップを

図るのは、とてもいい方法だと思います。子どもの年齢が小さければ小さいほど、ほおずりのようなわかりやすいふれあいがおすすめです。

アタッチメントは精神的な絆のため、目で見ることはできません。しかし、目に見えない絆は、日々の目に見えるふれあいを積み重ね

ることで確実に強くなっていきます。ほおずりは、目で見てわかりやすいスキンシップなので、ママにとっても取り入れやすく、効果が高い方

法だと考えられます。子どもとほおずりをすることで、ママ自身も母親としての自信を取り戻しやすくなるのです。

このように、母子双方にメリットがあるのもほおずりの強み。子どもには①アタッチメントの促進 ②ママへの信頼アップ ③自己肯定

感の安定化が、ママには①自分の心の癒し ②母親としての自信アップなどの効果が期待できます。


